
Ⅳ検出した遺構と遺物

３．古墳時代～平安時代

概要

今回の調査で、小林遺跡Ｉ区～山神遺跡Ⅱ区にかけて、竪穴式住居社は古墳時代後期鬼高期が13軒、

奈良時代のものが５軒、平安時代のものが２軒検出された。また、当該期の住居とは思われるが時期の

比定ができなかったものが12軒あり、総数32軒になる。

ほかに当該期の遺構は掘立柱遺構が１棟。道状遺構１条が検出している。

小林１号住居吐（第144図、PL-20）

本住居社は、小林Ｉ区の南部(An，ＡＣ－１７，１８Ｇ）に位置し、１号溝杜に中央から西部分を切られる

ため、判然としない点が多い。

平面形態は、南北に長い隅丸長方形を呈すると思われ､南北3.2ｍを測る。壁高は東壁で11.4～23.4ｃｍ

を測り、壁溝は無い。床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強くなく、堅繊面も確認できなかった。柱穴

及び貯蔵穴は検出されたなかった。また、調査区外北の県道大胡一藤岡線から宅地への導入路となって

おり、覆土は堅く締まって、竈内出土の器厚の薄い土師器の検出。取り上げに手間取った。

竈は、東壁の中央やや南寄りに付設される。袖部は20×30cm大の円礫を暗褐色の粘質±で固定。付設
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焼土粒子、ローム粒子混入。

２層に酷似。２層より焼土粒子少ない。

２．３層に酷似。２．３層より暗い。均質。

４層に酷似。焼土ブロック点在。焼成灰混入。

５層に酷似。焼土ブロック・粒子５屑より多い。

ロームブロック・粒子と暗褐色土の混土。

２層に酷似。焼土ブロック点在。

８層に酷似。

８層に酷似。焼土ブロックは８層より多い。

焼土ブロック凝集。
※全体的に締まりが強く、堅織。

焼土ブロック点在。

７層に酷似。７層より均質。
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第144図小林１号住居社
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３古墳時代～平安時代

する。燃焼部は奥壁に向かい長楕円形を呈し、住居壁外に張りだす。被熱の程度は低い。燃焼部内右寄

りから土師器・壷が出土している。右袖手前は木根に依る攪乱のため破壊されている。

本住居杜からの遺物出土は少なく、竈燃焼部内出土の土師器･甕以外では、東壁寄りで床面から約7ｃｍ

の間層をおいて２が出土したほか、２の周辺から土師器片が数片出土した程度であった。

小林１号住居趾出土遺物（第145図、第57表、PL-79）

１は、竈燃焼部内から出土した土師器・甕で、土圧のため全体に亀裂が入り、検出．取り上げに手間

取った。また、被熱のためか、胴部中央の内外面に煮沸痕及び煮沸痕様の剥離があり、調整の方向・規

則住の把握が難しい。底部を欠く。

２は、東壁寄りで出土したロクロ整形・還元焔焼成の杯で、ほぼ完形。
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第145図小林１号住居杜出土遺物

小林２号住居趾（第146図、PL-21）

本住居社は、小林IⅡ区の北部（Ａｔ，Ｂａ－１６，１７Ｇ）に位置し、３．４号溝;Ll上に竈の一部分を切られ、

南西隅が調査区外に存在するほかは、ほぼ全体が調査できた。

平面形態は隅丸の正方形を呈し、南北3.0ｍ、東西3.0ｍを測り、各辺とも直線的で整っている。壁高

は49.5～56.5cmを測る。壁溝は全周するが深度は浅く、床面より幾分窪む程度である。また、西壁溝に、

床面からの深度6.2cm及び7.7cm測るピットが検出されている。床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強く

なく、明確な堅繊面も確認できなかった。貯蔵穴は竈の右側・住居北東隅に付設され、床面から59.7ｃｍ

の深度を測る。柱穴は検出されなかった。

竈は、北壁の中央やや東寄りに付設される。袖部は暗褐色の粘質土で作られ、燃焼部は奥壁に向かい

長楕円形を呈する。右袖前面床直上から扁平な石が出土しており、竈の構築材と推定できる。

覆土全層に多量のロームブロツク・粒子を含み、本住居杜の廃棄・埋没において、何らかの人為的要

因の働いた事が推定される。

本住居社からの遺物出土は多く、完形個体の多量出土が注目される。出土状況の特徴として貯蔵穴周

辺及び竈左袖前面に集中する傾向を示すとともに、４から５の甕は、順位で出土していることも注目さ

れる。また、５の甕は住居杜北西隅から出土している。

、巴



Ⅳ検出した遺構と遺物

に 土屑説明

１屑黒褐色土ローム粒子混入(均質)。ロームプロック点
在。

２層暗褐色土ロームブロツク・粒子混入（均質)。

３層黒褐色土ローム粒子（少量・均質）混入。ロームブ

ロック点在。

４層黒褐色土３層に酷似。３層より明るい。

５層黒褐色土３．４層に酷似。３層より明るく４層より
暗い。

６層黒褐色土粘質土。

竃・土層説明

１層暗褐色土粘土ブロック・粒子混入。

２屑暗褐色土ロームブロック・粒子混入。

３層暗褐色土ロームプロツク･粒子混入（多量)。粘土ブ
ロック点在。

４層黒褐色土ローム粒子(均質)混入。覆土中最も暗い。
５層赤褐色土焼土ブロック・粒子の層。
６層黒褐色土ローム粒子混入。

７層暗褐色土砂質。均質。

８層暗褐色土２層に酷似。ローム粒子２層より少ない。
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第146図小林２号住居社

小林２号住居吐出土遺物（第147図、第58表、PL-79）

１～３は土師器。杯で、１は竈左袖の前面から、２は貯蔵穴脇から、３は覆土中からそれぞれ出土し

ている。

４は土師器・甕で、貯蔵穴脇の東壁際で出土している。

５は土師器・甕で、住居北西隅から出土している。

６は土師器。甕で、貯蔵穴脇から出土している。

７．８は土師器・甑で、ともに竈左袖の前面から出土している。
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３古墳時代～平安時代
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第147図小林２号住居社出土遺物
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Ⅳ検出した遺構と遺物

己邑

3号住居ｶﾄ＋層説明

１層黒褐色土砂質。ローム通

子、ＦＰ点在（少量)。

２層暗褐色土ローム粒子､Ｆ１

混入。

３層黒褐色土粘質土。

４層暗褐色土ＦＰ混入。

５層暗褐色土ローム粒子混入

（均質)。

６層暗褐色土ロームプロック、

黒色土ブロック、炭化物粒子

混入。

７層暗褐色土６層に酷似。６

層よりローム分強い。

８層黒褐色土

９眉にぷい黄褐色土ロームプ

ロック混入。壁の崩壊土。

１０層暗褐色土ローム粒子混入

（均質)。

１１層黒褐色土ＦＰ混入｡壁崩壊

土。

１２層暗褐色土ロームブロッ

ク・粒子混入。掘り方埋土。

１３層黄褐色土ロームプックに

暗褐色土混入.掘り方埋土。

※全体的に４号住居社より覆土の

色調は明るい。
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17層暗褐色土

18層暗褐色土

り暗い゜

19層黒褐色土

20層暗褐色土

21層暗褐色土

22層暗褐色土

23層暗褐色土

15層に酷似。１５層より明るい。

15層に酷似。１５層より明るく、１７層よ
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黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

ローム粒子（少量）混入。

ロームプロック混入。壁の崩壊士。

ローム粒子混入。

25層に酷似･

ローム粒子混入（均質・多量)。

ロームプロック。壁の崩壊土｡

ローム粒子混入｡遺物を多量に含む層。

ロームプロック混入。

20層に酷似。

20.21層に酷似。

ローム粒子混入（均質・少量)。

第148図小林３．４号住居杜
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３古墳時代～平安時代
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１層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、ＦＰ混入。

２層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子混入。

３層明灰褐色土焼土粒子と灰白色粘土のマープル

状混土。

４層明榿褐色土焼土ブロック・粒子の屑。

５回暗褐色土焼土ブロック混入。

６屑暗褐色土焼土ブロック・粒子、焼成灰、炭化

物粒子を混入。

７層暗褐色±焼土ブロック混入。
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第149図小林３号住居社・竈

小林３号住居趾（第148.149図、PL-22）

本住居社は、小林111区の北部(Bc，Ｂｄ－１５，１６Ｇ）に位置し、４号住居社と南東隅を切る。新旧関係

は、本住居社のほうが新しい。

平面形態は、隅丸の正方形もしくは長方形を呈すると思われ､南北4.0ｍを測るが､西壁が調査区外に

位置するため、東西方向の規模は不明である。壁は垂直に立ち上がり、壁高42.9～48.0cmを測る。壁溝

は、東壁の竈以北及び北壁に確認でき、幅20.5～31.0cm、深度3.0～14.5cmを測り、断面形状はＵ字形を

呈する。柱穴様ピットは、２個確認できた(深度は、Ｐ１が39.0cm、Ｐ２が36.4cm)。床面は、ほぼ平坦

で緩やかに南へ向かって傾斜する。床面の締まりは強くなく、堅繊面も竈燃焼部前面の一部を除いて確

認できなかった。貯蔵穴は竈の右側・住居南東隅に付設され、床面から33.0cmの深度を測る。

竈は、東壁の中央南寄りに付設される。袖部はl4x33cm大の円礫を暗褐色の粘質土で固定・付設し、

扁平な角礫を架梁する。燃焼部は、奥壁に向かい長楕円形を呈し、住居壁外に張りだす。被熱の程度は

高く、燃焼部から煙道部にかけて、焼土ブロック・粒子の厚い堆積が確認できた。

本住居社からの遺物出土は少なく。竈周辺及び竈前面の床面上から土師器・甕及び須恵器・大甕の破

片が出土している。

3号住居吐出土遺物（第150図、第59表）

１は土師器・杯で覆土中の出土。

２は土師器・甕で竈の前面から出土している。

３～５は須恵器の破片資料である。
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第150図小林３号住居社出土遺物

小林４号住居趾（第148.151図、PL-23）

本住居杜は、小林111区の北部(Bc，Ｂｄ，Ｂｄ－１５，１６Ｇ）に位置し、３号住居;tl上と北西隅で重複する。

新旧関係は、本住居杜のほうが古い。

平面形態は、正方形を呈すると恩われ南北6.3ｍを測るが､東壁が調査区外に位置するため、東西方向

の規模は不明である。壁は垂直に立ち上がり、壁高31.0～42.5cmを測る。壁溝は、調査区内では全周し、

幅24.0～37.0cm、深度6.1～12.3cmを測り、断面形状はＵ字状を呈する。柱穴は、８本確認でき、Ｐ３，

Ｐ４，Ｐ６を主柱穴とする(深度は、Ｐ３が44.5cm、Ｐ４が37.9cm、Ｐ６が80.5cm)。床面は、ほぼ平坦

であるが締まりは強くなく、明確な堅繊面も確認できなかった。貯蔵穴は竈の右側・住居南東隅に付設

されるが、そのほとんどを調査区外に位置する。

竈は、北壁の中央東寄りに付設される。袖部は暗褐色の粘質土で構築する。燃焼部は、奥壁に向かい

長楕円形を呈する。被熱の程度は高く、燃焼部から煙道部にかけて、焼土ブロック・粒子の厚い堆積が

確認できた。

本住居社からの遺物出土は多く、Ｐ４及びＰ６周辺に集中する傾向を示す。実測個体も多いが、大型

の完形個体の出土はなく、破片での資料が多い傾向を示す。

ZＯ８ 
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竃・土屑説明

１層黒褐色土焼土粒子、炭化物粒子混入。

２屑暗灰褐色土焼土粒子、炭化物粒子混入。

３層灰褐色土焼土ブロック混入。粘質。

４層燈褐色土焼土ブロック。

５屑暗灰褐色土焼土ブロック混入。

６層暗褐色土焼土粒子、粘十鈴子混入。

７屑暗褐色土ローム粒子、焼土粒子混入。

粘質。
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第151図

１ｍ 
￣l 

小林４号住居;hl宮・竃

小林４号住居吐出±遺物（第152～154図、第60表、１

１～21は土師器・杯。

２２は土師器・壷。

２３．２４は土師器・壷。

２５．２６は土師器・甕で丸胴を呈するタイプ。

２７．２８．３０は、土師器・甕で長胴を呈するタイプ。

81） PL-80， 

29は、土師器・高杯の杯部破片。

31から38は、いずれも須恵器の破片資料。

39は、鉄鎌の一部である。

ZＯ９ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

『￣ニーーョ
（■■ 

鴎

1 

〃１
１ 

１ 

2０ 

１ 

L三三

一一一二

、

2５ 

Ｌ－２２ 

第152図小林４号住居吐出土遺物(1)

０５１ 
１-111 

0cｍ 

ZZO 



３古墳時代～平安時代

７ 

８ 

ﾏ恵三二万’2９ 
鰯羅i蕊鼠

１ 

１ 

、 ５ 10cｍ 

第153図小林４号住居社出土遺物(2)
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第154図小林４号住居杜出土遺物(3)

小林５号住居吐（第155.156図、PL-24）

本住居杜は、小林IⅡ区の中央部（Bf，Ｂｄ－１４，１５Ｇ）に位置する。

平面形態は、隅丸の台形を呈し、東西3.3ｍ、南北3.6ｍおよび4.0ｍを測る。壁は垂直に立ち上がり、

壁高46.2～63.6cmを測る。壁溝は貯蔵穴南の住居社南壁に幅26.0cm､長さ1.0ｍで確認された。断面形状

は緩やかなＵ字状を呈し、深度も浅かった。柱穴様のピットは、１０個確認できたが、Ｐｌは、土師器。

壷（９）が順位で据えられた凹みで、他のピットも柱穴とは、判断しにくい。（深度は、Ｐ１が9.7cm、

Ｐ２が20.9cm､P3が15.2cm､Ｐ４が23.1cm､Ｐ５が18.0cm､Ｐ６が6.5cm､Ｐ７が12.3cm、Ｐ８が15.0

cm、Ｐ９が23.0cm、Ｐ10が17.6cm)。床面は､ほぼ平坦であるが床面の締まりは強くなく、明確な堅繊面も

確認できなかった｡貯蔵穴は竈の右側・住居南東隅に付設され、床面から50.6cmの深度を測る。

竈は、東壁の中央南寄りに付設される。袖部はl5x20cm大の角礫を暗褐色の粘質土で固定。付設し、

土師器・甕（12～14）を架梁したものと思われる。燃焼部は、奥壁に向かい長楕円形を呈し、ほぼ中央

に角礫の支脚を付設する。被熱の程度は比較的低く、燃焼部の一部に焼土化が確認できた程度であった。

本住居杜からの遺物出土は比較的多く。竈及び貯蔵穴周辺に集中する傾向を示すほか、住居中央にも

分布する。
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３古墳時代～平安時代
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土層説明

FP混入｡ローム粒子点在。

１層に酷似。ローム粒子１

均質に混入。

１層・２層に酷似。覆土中

1層黒褐色土

2層黒褐色土

層より多く、

3層黒褐色土

最も暗い。

4層暗褐色土

入。

ローム粒子均質に多斌混Ｂ一

扇
←
・
舌
茂

Ｉ
‐
 に
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ＩＣ 

|＞ 辮
鮴

１９ 

８FひＯ１８
Ｑ０１６ 

ｏｏ４ｓ２芦
画。

Ｂ 

ざ B, 

:ｙ 

|産

１ ＩＤ 2ｍ 

第155図小林５号住居杜
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Ⅳ検出した遺構と遺物

'○ '○ 

土層説明

1層暗褐色土焼土粒子、

炭化物粒子混入。

２層暗褐色土ロームプ

ロツク・粒子、炭化物粒

子混入。

３層暗褐色土粘質。

ローム質。焼土ブロック

|ロ

混入。'｡ lＱ 

、
、1３４．６０ 

UＩ １ 、

‐￣房ヨーーーヨ第156図小林５号住居社・竈

小林５号住居杜出土遺物（第157～159図、第61表、ＰL－８２，

１から６は、土師器。杯である。

７は、土師器。甑である。

８は、土師器。甕である。

９から11は、土師器・甕で、丸胴を呈するタイプのもの。

１２から15は、土師器・甕で、長胴を呈するタイプのもの。

１６から21は、須恵器である。

83） 
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３古墳時代～平安時代
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第157図小林５号住居杜出土遺物(1)

ZZ5 



Ⅳ検出した遺構と遺物
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第158図小林５号住居社出土遺物(2)
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３古墳時代～平安時代
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第159図小林５号住居in二出土遺物(3)

小林６号住居趾（第160図、PL-25）

本住居社は、小林IⅡ区のほぼ中央（B９，Ｂh－１４，１５Ｇ）に位置する。

平面形態は隅丸の正方形もしくは長方形を呈し､南北3.4ｍを測るが､西壁が調査区外に位置するため

東西方向の規模は不明である。壁はやや緩やかに立ち上がり壁高は37.5～44.2cmを測る。壁溝は竈以北

の東壁及び北壁に検出され、幅21.0～40.0cm､深度9.0～16.0cmを測る。断面形状は緩やかなＵ字状を呈

する。竈の北側では形状が歪む。床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強くなく、明確な堅織面も確認で

きなかった。ピットは４本確認されたが、いずれも柱穴とは判断しにくい。

貯蔵穴は竈の右側・住居南東隅に付設され、内径15×15cm、床面からの深度37.3cmを測る。また、底

部以外を７～40cm程度の扁平な円礫を積み上げて構築した石積の貯蔵穴である。

竈は、東壁の中央やや東寄りに付設される。袖部は暗褐色の粘質土で作られ、燃焼部は奥壁に向かい

円形を呈する。左袖前面から扁平な石が出土しており、竈の構築材と推定できる。また、燃焼部中央奥

壁寄りに15×25cmの円礫を支脚として据える。

本住居杜からの遺物出土は比較的多く、竈前面に集中する傾向を示す。

小林６号住居吐出土遺物（第161図、第62表、PL-84）

１から７は、土師器・杯で、１，７は内部にヘラミガキを施す。

８は、土師器・椀。

９から11は、土師器。甕で、９，１１は、長胴を呈する。

１２は、土師器・甑。

１３は、手握ねの土器。
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Ⅳ検出した遺構と遺物

､（－人一 １，１ 
３
 

ｎ
Ｕ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
 

，し

1Ｚ 

趾

ひ

土層説明

１層現耕作土。

２層黒褐色土ＦＰ混入。ざらざらしている。

３層黒褐色土ローム粒子､ＦＰ混入。ざらざら

している。

４層黒褐色土ローム粒子､焼土粒子､ＦＰ混入。

５層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子（細かく

均質)、ＦＰ混入。

２ 、
し

６ 

６層黒褐色土ローム粒子、ＦＰ(少量)混入。

竈・土層説明

１層暗褐色土２層黒色土ＦＰ混入。

３層黒色土焼土粒子、粘土粒子、ＦＰ混入。

４層暗褐色土ロームプロック、粒子混入。

５層暗褐色土焼土ブロック、ＦＰ混入。

国１国’ ○
℃
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、
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ヨ印

、 、

E7コ
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第160図小林６号住居社
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３古墳時代～平安時代
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第161図小林６号住居;flHLH＋遺物

小林７号住居趾（第162図、ＰL－２５，２６）

本住居杜は、小林、区の南部（Bk，Ｂｌ－１３Ｇ）に位置する。

平面形態は隅丸の正方形もしくは長方形を呈するものと思われ､南北4.8ｍを測るが､東壁が調査区外

に位置するため東西方向の規模は不明である。壁はやや緩やかに立ち上がり、壁高40.1～50.5cmを測る。

壁溝は南壁の一部に幅25.0～40.0cm、長さ1.3ｍで検出した。断面形状はＵ字状で、深度も浅く、床面よ

り幾分窪む程度である。ピットは３本検出したが、いずれも柱穴とは判断しにくい。床面は、ほぼ平坦

で、やや西に傾斜する。竈、貯蔵穴は調査区内では検出されなかった。

本住居社の遺物出土状況は、南壁の調査区内東寄りに集中し、土師器・杯が５点まとまって出土して
いる。
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Ⅳ検出した遺構と遺物

１
１
 

望
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円 土層説明

１層黒褐色土ＦＰ均質に混入｡焼土

粒子・ローム粒子点在。

２層暗褐色土１層に酷似。１層よ

り明るく、ＦＰは少ない。

３層黒褐色土１層に酷似。１層よ

り暗い。

４層暗褐色土２層に酷似。焼成

灰・焼土粒子を混入。

５層黒褐色土焼土粒子点在。

６層黒褐色土焼成灰多量混入．

７層にぶい黄褐色土ローム粒子。

<’ 

Ｉ 乱

＜Ｉ 

２コ１ ０ |Ⅲ］ 

■■■ 

第162図小林７号住居社

小林７号住居吐出±遺物（第163図、第63表、PL-85）

実測した資料はすべて土師器・杯である。

１～３は口縁部が内湾するタイプの杯である。

４．５は口縁部が外反するタイプの杯である。

乏三ニイ 三三二 'r二三二

三三了
、￣￣￣￣

０ 目 １０cｍ 

<二三二二二 ⅡⅡ 

第163図小林７号住居吐出土遺物

小林９号住居趾（第164図、PL-26）

本住居社は、小林Ⅲ区の中央南より（Bj，

Bk-13G）に位置するが、そのほとんどを調

査区外に位置するため、調査で判明したこと

は少ない。

覆土中より、古墳時代後期鬼高期に比定で

調査区外

２ｍ ０１ 
るため、調査で半]明したことに－－－

第164図小林９号住居社

古墳時代後期鬼高期に比定できる土師器・杯の破片数点が出土している。

Z２０ 



３古墳時代～平安時代

小林12号住居趾（第165図、PL-26）

本住居社は、小林Ⅲ区の南部（Bn，Ｂｏ－１３Ｇ）に位置する。

本住居社も竈及び東壁の一部を調査できた程度で、不明な点が多い。

竈は、東壁に付設されるが、どの位置に当るかは、住居南東隅が確認できなかったので不明である。

右袖に円礫を暗褐色の粘質土で固定・付設している。燃焼部は奥壁に向かい丸味を帯び、長方形の煙道

部に続く６被熱の程度は、燃焼部で比較的高く、焼土の厚い堆積を確認できた。

出十遺物も少なく、造営時期の比定は困難であった。

１
１
１
 

』
、
。
、
．
》
ぬ
［

Ａ １３４．６０ Ａ１ 
ＩｒＷﾔーーw-

１ 

土層説明凶’国’

１層現耕作土。

２層黒褐色土ローム粒子（少量）混入。

３層黒褐邑土ローﾑﾌﾟﾛﾂｰｸ･粒子混入｡Ｌ_＝
４層黒褐色土ローム粒子・炭化物粒子混入。

５層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

６層暗褐色土焼土粒子多量混入。

７層暗褐色土

８層暗褐色土焼土ブロック・粒子、ローム粒子混入。

９層黒褐色土

１０層暗褐色土焼土・ローム・粘土粒子、焼成灰混入。

ローム粒子（少量）混入。

ﾛｰﾑﾌﾟﾛｯｸ.粒子混入。９
１－－ｌ 

ローム粒子・炭ｲﾋ物粒子混入。

ロームプロック・粒子混入。

焼土粒子多量混入。

1ｍ 2ｍ ０１ 
１1111￣ 

第165図小林12号住居杜

小林13号住居趾（第166図、PL-27）

本住居杜は、小林1V区の中央北寄り（Ca，Ｃｂ－９～11Ｇ）に位置する。

本住居杜の位置する小林Ⅳ区は、耕作面が遺構の床面近くまで及び、遺構の残り状況は良好でない。

本住居杜の平面形態は、ほぼ正方形で、南北5.3ｍ、東西5.4ｍを測る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、

壁高10.3～28.1cmを測る。壁溝は全周し、幅16.0～34.0cm、深度４０～19.4cmを測り、断面形状はＵ字状

を呈する。北東隅では、形状が歪む。床面は、縄文時代土坑（24号土坑、２５号土坑）上の貼り床部分で

若干凹む以外は、ほぼ平坦でよく締まっている。柱穴は３本確認でき、深度57.7～68.9cmと深く、調査

区外に想定できる１本と合わせ、柱間2.3ｍの整然とした４本柱の住居である。Ｐ３には、柱を支えるた

めと推定できる30cm大のロームブロックが出土している。

竈は、東壁中央やや南寄りに付設される。袖部は暗褐色の粘質土で構築される。燃焼部は、奥壁に向

かい丸味を帯びた方形を呈し、４７×40cmを測る。被熱の程度は燃焼部で高く、袖部内側がよく焼けてい

る。

本住居社の遺物出土状況は、遺構の保存状況を反映して、南壁中央東よりから、土師器・杯（２）の

完形品出土以外は、竈周辺から土師器･台付き甕の脚部（５）、土師器｡長胴甕（４）の破片が出土した

程度であった。
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Ⅳ検出した遺構と遺物
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土層説明

１層黒褐色土ロームブロツク・粒子混入。焼土粒子点在。

２層暗褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入。

３層暗褐色土ロームブロック・粒子混入。

４層黒褐色土ロームブロツク・粒子、ＦＰ混入。

５層暗褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ混入。

６層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。焼土粒子点在。

７層暗紫褐色士粘質。

８層暗褐色土ローム粒子混入。

９層暗灰褐色土粘質。

１０層暗褐色土ロームブロック混入｡。

１１層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

１２層暗褐色土６層に酷似。６層より均質。

１３層暗褐色士砂質。

竃・土層説明

１層暗褐色土ローム粒子、焼土続干～岸化物鈴子混入一秒

創
副
副
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1層暗褐色土ローム粒子､焼土粒子､炭化物粒子混入｡砂質。

2層暗褐色土ローム粒子、焼土ブロック混入。

3層暗褐色土粘質。

4層暗褐色土焼土ブロック・粒子混入。

5層暗褐色土焼土粒子混入。

6層暗褐色土ローム粒子混入。

7層褐色土ロームブロック・粒子、焼十満干混入。
第166図小林13号住居社
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３古墳時代～平安時代

小林13号住居吐出土遺物（第167図、第64表、PL-85）

１から３は、土師器・杯である。

４は、口縁部を大きく外反する土師器・甕で長胴を呈するタイプ。

５は、胴部下位から脚部までの土師器・台付き甕の資料。胴部中位から口縁部にかけての形状不明。

３ 

Ｉ 

ロ ５ １０cｍ 
11 

第167図小林13号住居杜出土遺物
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土層説明 11 

暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子混入。

暗褐色土
竃・土層説明

黒褐色土ロームプロック混入。 １層暗褐色土ローム粒子、焼成灰、焼十粉子混入。
暗褐色土焼土粒子混入。 ２層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子混入。

３層暗褐色土ロームプロック、焼土粒子混入。

４層暗褐色土焼成灰、焼土粒子混入。

５層暗灰白色栽士厨、

６層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、粘土粒子混ノ

層
層
層
層

１
２
３
４
 、 １ 

－ｺ 
、

ＩＬ＿」■■■

粘土粒子混入。

暗褐色土ロームプロック、焼土ブロック・粒子、炭化物粒子混入。７層

第168図。､林17号住居ｶト

Zａ３ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

小林17号住居趾（第168図、PL-28）

本住居社は、小林Ｖ区の中央部（Ch，Ｃｉ－１５Ｇ）に位置する。本住居社周辺の調査区は近年の耕作が

遺構面にまで及び遺構の保存状況は良くなかった。

平面形態は、南北に長い隅丸長方形を呈し南北5.0ｍ、東西31ｍを測る。壁高は残存状況の良い西壁

南部で13.8cmを測る以外は５cm程度であった。壁溝は西壁・南壁に確認できたが、深度は浅く５cm程度

であった。床面は随所で耕作及び木根より攪乱されていた。特に竈から北西は大きく攪乱され旧状を呈

していない。柱穴と断定できるピット及び貯蔵穴は検出されたなかった。

竈は、東壁の中央南よりに付設される。保存状況はやはり良くなく、燃焼部脇に焼土の分布と暗褐色

の粘質土を確認できる程度であった。

本住居杜からの遺物出土は少なくそのほとんどが破片資料である。また保存状況からも原位置を保っ

ているか定かではない。

小林17号住居吐出±遺物

（第169図、第65表）

すべて須恵器の破片資料である。

１．３は杯の破片である。

２は甕の破片である。

■曄勇■託、

２ Bｉ 

、 ｃ、

■■■ 

第169図小林17号住居ｶﾄ出十遺物

小林18号住居趾（第170図、PL-29）

本住居杜は、小林Ｖ区の中央西寄り（Ch，Ｃｉ－１６Ｇ）に位置する。やはり、１７号住居杜と同様遺構の

保存状況は良くない。

平面形態はやや南北に長い正方形を呈し、南北3.8ｍ、東西3.3ｍを測る。壁高は13.9～23.1cmを測る。

壁溝は南壁の一部を除き全周する。深度は浅く1.2～2.5cm程度であった。

床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強くなく、明確な堅繊面も確認できなかった。西へ僅かに傾斜す

る。明確に柱穴と断定できるピット及び貯蔵穴は確認できなかった。

竈は、西壁の中央東寄りに付設される。やはり保存状況は良くなく燃焼部とその周辺が確認できるの

みであった。

本住居社からの遺物出土は土師器・杯（１，２）を除いてはそのほとんどが破片資料であり、出土量

も少ない。また保存状況からも原位置を保っているか定かではない。

Z２４ 



３古墳時代～平安時代
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竃・土層説明

１層黒褐色土

２層暗褐色土

３層暗褐色士

４層黒褐色土

５層暗褐色士

６層暗褐色土

土層説明

１層暗褐色土

２層暗褐色士

３層黒褐色土

４層暗褐色土

５層暗褐色土

６層暗褐色士

ローム粒子混入。砂質。

ロームブロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

粘質。

ローム粒子、ＦＰ混入（均質)。

ロームプロック・粒子混入。

ロームブロック・粒子混入（均質)。

ローム粒子（均質)、焼土粒子（少量）混入。

ローム粒子、焼土粒子、粘土粒子混入。

ローム粒子、焼土粒子混入。

ロームプロック、焼土粒子混入。

ローム粒子、焼土粒子混入。

ローム粒子、焼土粒子、焼成灰混入。

第170図小林18号住居杜

小林18号住居吐出土遺

物（第171図、第66表、

PL-86） 

１．２は、土師器。

杯で体部が内湾するタ

イプ。

３は、須恵器の底部

破片である。

４は、鉄斧である。

５は、鉄鍍。

１ 

１Ｊ１ 
上５

言司‘
ﾋｰｰ檀－銭 こつ

３ 

【
、
十

１０ 
Ⅱ 

ID ■0ｍ 

「 ■■■ 

第171図小林18号住居社出土遺物

小林19号住居趾（第172図、PL-30）

本住居杜は、小林Ｖ区の最西部（Cg，Ｃｈ－１７，１８Ｇ）に位置する。

平面形態はやや南北に長い正方形を呈し、南北3.9ｍ、東西3.8ｍを測る。壁高は54.9～73.4cmを測る。

壁溝は全周し深度1.1～7.6cmを測る。

床面は、南西部で段差(6.0～10.0cm）を呈する以外はほぼ平坦である。貯蔵穴は竈の右側住居南東隅

に付設され、床面から58.6cmの深度を測る。柱穴は検出されなかった。

Z２５ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

竈は、東壁の中央やや東寄りに付設される。袖部は暗褐色の粘質土で作られ、燃焼部は円形を呈し、

62×60cmを測る。

本住居杜からの遺物出土は破片資料及び礫がほとんどであるが多い。礫については、床面から20点以

上出土しているが、菰編み石と断定できるものは出土しておらず、その性格については不明である。

Ｐ 

I凌

133,4OＢ 、【』’

0１２ 
１11￣Ｉ 

、

土層説明

１層暗褐色土ローム粒子､焼土粒子､FP混入。

砂質。

２層黒褐色土ロームプロツク（少量）点在。

粘質。

３層暗褐色土ロームプロツク混入。

４層暗褐色土ローム粒子混入（均質)。

５層暗褐色土ロームブロツク・粒子混入。粘

質。

６層暗褐色土ロームプロツク混入。

竃・土層説明

１層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子混入。

２層暗褐色土焼成灰混入。

３屑暗灰褐色粘質土ブロック。

４層暗褐色土暗灰褐色粘質土ブロック混入。

５層黒褐色土暗灰褐色粘質土ブロック混入。

６層暗褐色土焼成灰・焼土粒子混入。

７層暗褐色土ローム粒子、焼土ブロック・粒

子、炭化物粒子混入。

８層黒褐色土ローム粒子、焼成灰、炭化物粒

子混入。

●１ 

●Ｉ 
Ｌ） 

134.50,, 、

、 1ｍ 
11 

第172図小林19号住居社
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３古墳時代～平安時代
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第173図小林19号住居社出土遺物
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Ⅳ検出した遺構と遺物

小林19号住居趾出土遺物（第173図、第67表、PL-86）

１から６は、土師器・杯で、１以外は、破片資料であった。

７は、土師器・甕で丸胴を呈する。８は、土師器・甑である。９から11は、須恵器の破片資料。

山神１号住居趾（第174図、PL-31）

本住居社は、山神Ｉ区の東部（Cg，Ｃｈ－１９Ｇ）に位置するが、北東部が調査区外に存在する。

平面位形態は、長方形を呈し、東西3.20ｍ、南北2.80ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高40.

7～46.5ｍを測る。壁溝は確認できなかった。ピットは４本確認できた(深度は、Ｐ１が21.2cm、Ｐ２が

31.5cm、Ｐ３が14.8cm、Ｐ４が39.5cm)。床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強くなく、明確な堅繊面も

確認できなかった。貯蔵穴は竈の左側・住居南西隅に付設される。床面から49.7cmの深度を測り二段構

造を呈する。

竈は、西壁の中央南よりに付設される。袖部は扁平な角礫を灰白色の粘質土で固定・構築される。燃

焼部は奥壁に向かい楕円形を呈する。被熱の程度はやや高く、燃焼部から煙道部にかけて、焼土粒子の

lBj ｊ
 

【Ｈ］

攪

A’ 

１月
B’ 133.40 

０ １ Ｚ 、
■■■ 

０ 土層説明

１層

２層

３層

４層

５層

６層

７層

1ｍ 
￣ 

現耕作土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

竃・土層説明

１層暗褐色土

２層暗褐色土ローム粒子、炭化物粒子混入。

３層暗褐色土ローム粒子、炭化物粒子混入。

４層暗褐色土ロームブロック･粒子、灰白色粘土ブロック混入。

５層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子（均質）混入。

６層暗褐色土ロームブロック･粒子、灰白色粘土ブロック混入。

４層より暗い。

７層暗褐色土焼成灰混入。

８層暗褐色土ローム粒子（均質）混入。

９層褐色土焼土粒子、焼成灰、炭化物粒子混入。

ロームブロツク（多量）・粒子、ＦＰ混入。

ロームプロック・粒子、ＦＰ混入。

ロームプロック・粒子、ＦＰ混入。

ロームプロック･粒子、ＦＰ混入。２層より暗い。

ロームプロック・粒子（多量）混入。

ロームブロツク・粒子混入。小円礫点在。４．５

層より砂賀。

層
層
層

８
９
ｍ
 

暗褐色士ロームブロック・粒子、焼十鈴子、ＦＰ混入。

暗褐色土ロームプロック・粒子混入。砂質。

掘り方埋め土。ロームプロック・粒子と暗褐色土の混土層。

第174図山神１号住居社

Z２８ 



３古墳時代～平安時代

山神２号住居趾（第175図、PL-31）

本住居社は、山神Ｉ区の中央部（Ci-21G）に位置し、南部

は調査区外に存在する。

平面形態は、隅丸の方形を呈するものと思われ、東西方向2.

62ｍを測るが、南北方向の規模は不明である。壁は、ほぼ垂直

に立ち上がり、壁高17.0～31.1cmを測る。壁溝は全周するもの

と思われるが、北西隅｡北東隅で軟化し、不明瞭。幅17.0～23.

0cm、深度5.6cmを測り、断面形状は、Ｕ字状を呈する。床面は、

ほぼ平坦であるが、締まりは強くない。ピット及び貯蔵穴は確

認できなかった。

竈は、東壁に付設されていたものと思われるが、攪乱によっ

て破壊されており、構造等は不明な点が多い。

遺物の出土は少なく、破片資料がそのほとんどであった。

ｃｈ“ “ 

● ● 
Ａ 

'へ'へ Aｌ 

撹乱

、

撹乱土層説明
１層暗褐色士､ 

ノ

ローム粒子、

焼十粉子、ＦＰ混入。ローム
－衿￣

ブロック点在。

2層黒褐色土ローム粒子混
入。

Ａ 
A１ 1３３．４０ 

山神２号住居杜出土遺物（第176図、第68表、PL-86）

１は、土師器。杯の破片で、体部が内湾し、底部周辺をヘラ

ケズリによって調整する。

２は。土師器・甕の底部破片で、木葉痕が確認できる。

３から６は、須恵器の破片資料である。

０１ｍ 
I－－￣￣’ 
’’ 

第175図山神２号住居;h[二

Ｉ 
ＩＤ ５ １０cｍ 

第176図山神２号住居吐出土遺物

Z２ｇ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

山神３号住居杜（第177図、PL-32）

本住居杜は、山神Ｉ区の中央部（Ch－２１，２２Ｇ）に位置するが、北部大半が調査区外に存在する。

平面形態は、隅丸の方形を呈すると思われ、東西4.34ｍを測るが、北部が調査区外に位置するため、

南北方向の規模は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高58.6～69.1cmを測る。壁溝は確認でき

なかった。ピットは２本確認できた。Ｐ２が主柱穴の１本であると思われ、深度49.9cmを測る。約40ｃｍ

大の円礫がピット内から出土している。床面は、ほぼ平坦であるが、壁際に向かいやや傾斜する。貯蔵

穴は、住居社南東部に付設される。

竈は、貯蔵穴の北部。調査区外の東壁に付設されているものと思われる。

本住居杜からの遺物の出土は、貯蔵穴・Ｐ２周辺の集中する傾向を示す。

土層説明

１層現耕作土。

２層黒褐色土ローム粒子､焼土粒子､ＦＰ混

入。

３層暗褐色土ロームプロツク・粒子、焼土

粒子、ＦＰ混入

４層暗褐色土ローム粒子を多量に均質混入。

５層黒褐色土ローム粒子､炭化物粒子､ＦＰ

混入。

６層黒褐色土ローム粒子、炭化物粒子、焼

土粒子、ＦＰ混入。ざらざらしている。

７層黒褐色土ロームプロツク・粒子、炭化

物粒子混入。

８層黒褐色土ロームブロツク(多量)、炭化

物粒子、焼土粒子混入。

９層暗褐色土ロームプロツク混入。

１０層黒褐色土ロームプロツク・粒子、炭化

物粒子混入。

133.70Ａ 
ど＊

］ 

０１２ 
１|'［11 

、

第177図山神３号住居社

山神３号住居吐出土遺物（第178図、第69表、PL-87）

１から４は、土師器・杯で、いずれも体部が内湾するタイプである。１．３はＰ２周辺から、４は貯

蔵穴脇から出土している。

４は、丸底を呈するの土師器。甕の底部破片であると思われる。Ｐ２の東脇で出土している。

６は、長胴を呈する土師器。甕で、底部を欠く。貯蔵穴の脇で出土している。

Ｉ 

Z３０ 



３古墳時代～平安時代
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第178図山神３号住居社出土遺物

山神４号住居虻（第179図、PL-33）

本住居杜は、山神Ｉ区の西部（Ci－２２，２３Ｇ）に位置し、５号住居社と重複する。新旧関係は本住居

杜のほうが新しい。

平面形態は、隅丸の方形を呈すると思われ、東西5.90ｍを測るが、南部が調査区外に位置するため、

南北方向の規模は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高57.9～67.2cmを測る。壁溝は、全周す

ると思われ、幅17.0～40.0cm、深度5.4～7.5cmを測り、断面形状はＵ字形を呈する。柱穴は、２本確認

できた（深度は、Ｐ１が72.3cm、Ｐ２が81.8cm)。床面は、ほぼ平坦である。竈･貯蔵穴は、調査区内で

は確認できなかった。

本住居社からの遺物の出土は、少なく、破片資料が多い。Ｐ１の東の床面から土師器･杯（２）が出土

している。

ZａＺ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

Ｅ
【

4号住居ｶﾋ十層説明

１層現耕作土。

２層暗褐色土ローム粒子､ＦＰ混

入（均質)。焼土粒子点在。

３層暗褐色土ローム粒子､ＦＰ混

入(均質)。焼土粒子、粘土粒子

点在。

４層黒褐色土ロームブロック・

粒子(多量)、焼土ブロック、炭

化物混入。ざらざらしている。

５層黒褐色土ロームプロック。

⑤堅⑤堅
戸

ユ

⑦ 
ユ

⑦ 

撹乱撹乱
ﾕ 
ﾋﾟﾏｺ 

、
ﾕ 
ﾋﾟﾏｺ 

、
ロ

3号住民ｶト3号住民ｶト

』
国
。
、
両
国

三仇０塁
三仇０塁

粒子、焼土ブロック、炭化物粒

子混入。ざらざらしている。

6層黒褐色土ロームプロック．

粒子、焼土ブロック、炭化物粒

子混入。小円礫(ｊ５ｍ程度)点

在。ざらざらしている。

7層黒褐色土ロームプロック．

粒子、焼土ブロック、炭化物粒

子混入。粒度細かく砂質。

８層暗褐色土ロームプロック・

粒子、焼土粒子混入。

９屑暗褐色土ロームプロック．

粒子（多量）混入。

10層ロームプロック・粒子と黒褐

色土の混土。

11層ロームプロック・粒子と暗褐

色土の混土。

12層暗褐色土ロームプロック．

粒子、焼土粒子（多量）混入。

13層黒褐色土ロームプロック．

粒子、焼土粒子混入。

号住民力卜士層説明

14層暗褐色土ロームプロック．

粒子、焼土粒子、ＦＰ混入。

15層黒褐色土ロームプロック．

粒子、焼土粒子、炭化物粒子、

ＦＰ混入。

16層暗褐色土ロームプロック．

粒子混入。
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第179図山神４．５号住居社

山神４号住居趾出土遺物（第180図、第70表、PL-87）

１から４は、土師器・杯である。

５は、胴部が丸胴を呈する土師器・甕である。

６．８．９は、長胴を呈する土師器・甕の口縁部破片である。

７は、胴部が丸胴を呈するものと思われる土師器・甕の口縁部から頚部の破片資料である。

１０は、土師器・台付き甕の脚部破片である。

１１は、土師器・甑の破片資料。

１２．１３は、須恵器の破片資料である。

１４は、刀子で先端部及び基部の一部を欠く。

Z3２ 



３古墳時代～平安時代

第180図山神４号住居社出土遺物

山神５号住居趾（第179図、PL-33）

本住居杜は、山神Ｉ区の西部（Ci－２３，２４Ｇ）に位置し、４号住居杜に切られる。

平面形態は、方形を呈すると恩われ東西5.30ｍを測るが、南部が調査区外に位置するため南北方向の

規模は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高39.8～42.2cmを測る。壁溝はなかった。ピットは

６本確認できたが、Ｐ３が主柱穴の１本であると思われる。床面はほぼ平坦である。竈・貯蔵穴は調査

区内では確認できなかった。

本住居杜からの、遺物の出土は少なく、実測資料は外面をヘラケズリにより調整する土師器・杯の破

片のほかはなかった。
一ほづ

山神５号住居趾出土遺物（第181図、第71表）

外面をヘラケズリにより調整する土師器・杯の底部の破片資料である。

第181図

山神５号住居杜出土遺物

Zａ３ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

土層説明

１層現耕作土。

２層暗褐色土ロームブロック・粒子、

焼土粒子、ＦＰ混入。

３層暗褐色土ロームプロック・粒子、

焼土粒子、ＦＰ(小児拳大もあり)混入。

２層よりローム少ない。

４層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子、

炭化物混入（ラミナを呈す)。

５層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、

炭化物混入。

６層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、

炭化物（多量）混入。

７層暗褐色土粘土粒子、炭化物粒子混

入。

８層暗褐色土ローム粒子､炭化物粒子、

ＦＰ混入。

９層暗褐色土ロームプロック・粒子、

炭化物粒子、ＦＰ混入。

１０層暗褐色土砂質。

１１層暗褐色土ローム混入。

133-80八
Ａ＿ 

守一

、

第182図山神６号住居杜

山神６号住居趾（第182図）

本住居杜は、山神Ｉ区の西部（Ch－２４，２５Ｇ）に位置し、そのほとんどが調査区外に位置するためそ

の規模等判然としないところが多い。

平面形態は、方形を呈すると思われるが、規模等は不明である。壁は垂直に近い立ち上がりを示し、

壁高56.4～72.5cmを測る。壁溝は、調査区内では全周し、幅24.0～28.0cm、深度1.2～6.7cmを測り、断

面形状はＵ字状を呈する。ピットは４本確認でき、Ｐ４が主柱穴の１本であると思われる。竈・貯蔵穴

は調査区内では確認できなかった。

本住居社からの遺物の出土は少なく、実測資料も覆土中からの出土であった。

山神６号住居吐出土遺物

（第183図、第72表）

１は、口縁部が外反す

る土師器。杯の破片。

２は、土師器・甕の口

縁部破片。

「ラ
〃

ラノＩ
０５１０ｃｍ 
１￣［Ｉト

第183図山神’

２ 

山神６号住居杜出土遺物

山神９号住居辻（第184図、PL-34）

本住居杜は、山神Ⅱ区の東部(Dp-17G）に位置するが、調査区外にほとんどが位置するため、規模

等の不明な点が多い。

平面形態は、隅丸の方形を呈するものと思われるが、規模は不明である。壁は垂直に立ち上がり、壁

高52.8～56.5cmを測る。壁溝は確認できなかった。ピットは１本確認できた。床面はＰ１周辺で軟化し

ているが、ほかはほぼ平坦である。

、４



３古墳時代～平安時代

土層説明

１屑現耕作土。

２層近年の溝による捉乱土。

３層黒褐色土ローム粒子（少量)、ＦＰ点在。

４層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

５層暗褐色土焼土粒子混入。

６層黒褐色土焼土ブロック・粒子、ローム粒

子混入。

７層暗褐色土ロームプロック・粒子、黒褐色

粘質土ブロック、ＦＰ混入。

８層灰褐色土ローム粒子(微量)､焼土粒子(微

量）混入。粘質。

９層黒褐色土ローム粒子（少量）混入。

１０層暗褐色土焼土粒子混入。

}Ⅲ’1層黒褐色土。-ﾑﾌﾞﾛﾂｸ､FP混入。
１２屑黒褐色土ロームプロツク･粒子､ＦＰ混入。

１３層ロームプロック・粒子と暗褐色土の混土。

Ａ, 

|日

回

Ｂ131.0ＯＢ, 

１ 

０ 

0１２ｍ－ｺ＝＝ 
１－－’ 

第184図山神９号住居;且上

山神９号住居吐出±遺物（第185図、第73表、PL-88）

１は、土師器・杯。

２は、土師器・甕の口縁部から頚部の資料。

『

壹巨４
２ 

０ ５ １０cｍ 

第185図山神９号住居祉出十遺物 11 

山神10号住居趾（第186図、PL-34）

本住居杜は、山神Ⅱ区の東部(DC，Ｄｐ－ｌ８Ｇ)に位置し、

南部は調査区外に位置する。

平面形態は、北壁が歪む不正形を呈する。東西方向５２５

ｍを測る。壁はやや緩やかに立ち上がり壁高5.5～8.1cmを

測る。壁溝は確認できなかった。ピットは４本確認できた。

床面は、ほぼ平坦であり、中央に堅微部分を確認した｡竈・

貯蔵穴も確認できなかった。

１１号住居社、１２号住居杜とともに、住居杜としたが住居

杜である要素のいくつかを欠く。

131.60（ Ａ 

０１ 
１－－－ 

第186図山神10号住居:h'二

２ｍ 
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Ⅳ検出した遺構と遺物

山神11号住居趾（第187図、PL-35）

本住居社は、山神Ⅱ区の東部（DC，Ｄｐ－１９Ｇ）に位置する。

平面形態は、歪な隅丸長方形を呈し、東西2.63ｍ、南北2.50ｍを測る。壁は東壁がやや緩やかに立ち

上がるほかはほぼ垂直に立ち上がり、壁高7.2～19.0cmを測る。壁溝は、北壁で確認でき、幅17.0～33.

0、深度8.7～100cmを測り、断面形状はＵ字状を呈する。ピットは、３本確認できた（深度は、Ｐ１が

26.1cm、Ｐ２が17.3cm、Ｐ３が27.1cm)。床面はほぼ平坦であるが、東に向かいやや緩やかに上り傾斜を

示し、堅繊面を東部で確認できた。また、灰褐色の粘土の塊を北東部で検出した。その正確については

不明である。

本住居社からの遺物の出土はなかった。

土層説明

ユ層黒褐色土砂質。

２層黒色土砂質。

３層黒褐色土ロームプ
ロック・粒子、暗褐色

土ブロック､ＦＰ混入。

４層黒褐色土ローム粒
子(少量)混入(均質)。

５層黒褐色土ロームプ
ロック混入。

６層暗褐色土

粘土塊土層説明

１層灰褐色粘質土粘性

締まりともに強い。

２層黒褐色土灰褐色粘

質土混入。

３層黒褐色土締まり弱

い｡

４層黄褐色土ローム質

土。

粘土塊ロ’

□
Ｃ
ロ
【
ぬ
【
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０ 1ｍ 
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＋ 国１

131.60（ Ａ 
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Ｉ￣￣Ｕ 

第187図山神11号住居;Lll二

山神12号住居趾（第188図、PL-35）

本住居杜は、山神Ⅱ区の東部(DC－１９，２０Ｇ）に位置す

る。

平面形態は、北部で不明であるが隅丸の方形を呈するも

のと思われ、東西2.20ｍを測る。壁の立ち上がりは明確さ

を欠く。壁溝は確認できなかった。

ピットは２本確認できた(深度はＰ１は3.7cm､Ｐ２は19.

2cm)。

本住居社からの遺物の出土は少ない。

13号住居社Dol-20dml

(１１ 
国’

１３１６０Ａ． Ａ 

鰍ZZzzz》"'Z霧
０１２ｍ 
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第188図山神12号住居:h'二
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３古墳時代～平安時代

山神12号住居趾出土遺物（第189図、第74表）

実測した資料は須恵器の破片のみであった。

繍|鵜
０５１０cｍ 

第189図山神12号住居杜出土遺物
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土層説明※12層～19層は耐覆土。

１層現耕作土

２層黒褐色土ローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子、ＦＰ混入（均質)。

３層黒褐色土２層に酷似。２層よりローム粒子多い゜

４層黒褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。焼土ブロック点在。

５層黒褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ混入（不均質)。焼土粒子点在。

６層黒褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

７層暗褐色土ローム粒子、粘土粒子、焼土粒子、炭化物、ＦＰ混入（不均質)。

８層暗褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入。ざらざらしている。

９層黒褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ混入（不均質)。

１０層黒褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ、焼土粒子（少量）混入（不均質)。

１１層暗褐色土ロームプロック・粒子、焼土粒子、炭化物粒子混入（均質)。

１２層暗褐色土焼土粒子、粘土粒子混入。

１３層焼土ブロック・粒子と暗褐色土の混土。

１４層暗褐色土ロームプロック混入。

１５層暗褐色土ローム粒子（少量）混入（不均質)。

１６層暗灰褐色土ローム粒子（微量)、焼土粒子、粘＋対干混入。

１７屑暗褐色土粘十紡干混入（均質)。

１８層暗褐色土焼土ブロック・粒子混入（不均質)。

１９層暗褐色土焼土粒子（少量）混入（不均質)。

第190図山神13号住居杜

Z３７ 



Ⅳ検出した遺構と遺物

山神13号住居趾（第190図、PL-36）

本住居h上は、山神11区の東部（Dn，ＤＣ－２０，２１Ｇ）に位置する。北部の大半は調査区外に位置する。

平面形態は、隅丸の方形を呈すると思われ、東西430ｍを測るが、北部が調査外に位置するため、南

北方向の規模は不明である。壁は垂直に立ち上がり、壁高41.6～54.1cmを測る。壁溝は、南壁の西部に

確認でき、幅17.0～25.0cm、深度2.7～7.4cInを測り、断面の形状はＵ字形を呈する。ピットは調査区内

では、２本確認できた(深度はＰ１が36.3cm、Ｐ２が45.6cmを測る)。床面は、ほぼ平坦で堅繊面の確認

も貯蔵穴の東部で確認できた。貯蔵穴は竈の左側・住居南西隅に付設され、床面からの深度58.6cmを測

る。

竈は西壁に付設されるが、燃焼部及び右袖部が調査区外に存在するため不明な点が多い。袖部は扁平

な円礫を暗灰褐色の粘土で固定。構築される。被熱の程度は低く煙道部の奥部で焼土化が認められる。

本住居社からの遺物の出土は、南壁の中央に集中する傾向があり、菰編み石が出土している。また、

遺物の集中する範囲から炭化物が出土しており、菰の炭化物と推定できる。

山神13号住居吐出土遺物（第191図、第75表、PL-88）

１から７は、土師器・杯である。１は、底部中央に穴を穿っている。

８は、土師器のロ縁部から胴部にかけての破片資料である。

9から18は、菰編み石である。

Z３８ 



３古墳時代～平安時代
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Ⅳ検出した遺構と遺物

山神14号住居阯（第192図、PL-37）

本住居社は、山神11区の中央(DC，Ｄｐ－２２，２３Ｇ）に位置し、南部を調査区外に位置する。耕作に伴

うものと思われる攪乱が３条東西に走行する。

平面形態は、南壁が調査区外に存在するため南北方向の規模が不明であるが、東西4.10ｍを測る。壁

はほぼ垂直に立ち上がり上位でやや緩やかに傾斜する｡壁高66.2～81.2cmを測る｡壁溝は北壁及び東壁。

西壁の一部で確認できた。幅21.0～37.0cm、深度9.0cmを測る。断面形状はＵ字状を呈する。ピットは６

本確認できた。床面はほぼ平坦で竈前面から中央部にかけて、堅繊範囲が確認できた。貯蔵穴は調査区

内では確認できなかった。

竈は東壁に付設される。袖部は扁平な円礫を暗灰褐色の粘質土で固定・構築される。右の袖は、耕作

lbq 

撹乱
|＞ 1＞ 土層説明

１層暗褐色土ロームプロック点在。ローム粒
子混入（均質)。

２眉黒褐色土ローム粒子(中量、均質)混入。
３層黒褐色土２層に酷似。２層より明るい。

４層黒褐色土ロームブロック（の20ｍ程度）・
粒子混入（均質)。

５層黒褐色土ロームブロック・粒子（中量）
混入（均質)。

６層黒褐色土ロームプロック(少量)・粒子(中
量)、ＦＰ混入。

７層黒褐色土ロームブロック・粒子（中量）
混入。

８層黒褐色土ロームブロック・粒子混入。

９層黒褐色土ロームブロック・粒子混入（均
質)。

１０層黒褐色土ロームプロック・粒子混入（均
質)。

１１層黒褐色土ローム粒子混入（均質)。

１２層ロームブロック。

13層ロームプロック・粒子と暗褐色土の混土。

１４層黒褐色土ロームプロック・粒子混入。
竃・土層説明

１層暗灰褐色粘質土と焼土粒子、炭化物粒子混
土。

２層暗灰褐色粘質土と焼土ブロック・粒子の混
土。

３層暗褐色土暗灰褐色粘質土ブロック･粒子、
焼土ブロック・粒子、ローム粒子混入。ざら
ざらしている。

４層暗褐色土ローム粒子混入。
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第192図山神14号住居社
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３古墳時代～平安時代

の際に袖石を抜きとられたものと推定できる(Ｐ１は袖石の抜き取り痕)。燃焼部は奥壁に向かい長楕円

形を呈するものと思われる。

本住居杜からの遺物の出土は、Ｐ４の南東約30cmと床面直上で、耳環が出土している。全体的に出土

量は少なく、破片資料が多い。

山神14号住居吐出土遺物（第193図、第76表、PL-88）

１は、耳環である。

２．３は、土師器・杯である。

４は、長胴を呈するものと思われる土師器・甕のロ縁部から頚部の破片資料である。

５から10は、須恵器の破片資料である。

１ ｡-Ｐ =ニアー

コ&~へ
5cｍ 、

４ 

Ｉ 
８ ￣ぬ
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０５ 
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第193図山神14号住居:h'二出土遺物

10cｍ 

山神15号住居趾（第194図、PL-38）

本住居il上は、山神、区の中央（D､，ＤＣ－２３，２４Ｇ）に位置し、北部が調査区外に位置する。

平面形態は、各辺が弧状描く方形を呈するものと思われ、東西3.50ｍを測る。壁はやや緩やかな立ち

上がりを呈し上位で緩やかに傾斜する。壁高662～81.2cmを測る。壁溝は、西壁及び南壁・東壁の一部

で確認でき、幅21.0～37.0cm、深度0.9～2.5cmを測る。断面形状はＵ字状を呈する。ピットは２本確認

でき、深度はＰ１が9.3cm、Ｐ２が7.3cmを測る。床面はほぼ平坦で中央で堅繊範囲が確認できた。東部

に焼土が確認できた。竈･貯蔵穴は調査区内では確認できなかった｡覆土の状況は全体的にロームブロッ

ク・粒子を多量に含む。小林２号住居社と同傾向を示す。

本住居杜からは遺物の出土はなかった。

Z響Ｚ



Ⅳ検出した遺構と遺物

Ａ 

層説明

エ層現耕作土。

２層暗褐色土ロームブロック･粒子、ＦＰ混入(均質)。炭

化物粒子点在。

３層暗褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

４層黒褐色土ロームプロツク･粒子、ＦＰ混入(均質)。焼

土粒子点在。

５層暗褐色土ロームブロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

６層暗褐色土ロームプロツク(多量）・粒子、ＦＰ混入(均

質)。

７層暗褐色土６層に酷似。６層よりやや明るい。

８層暗褐色土ロームブロック（少量）・粒子、ＦＰ混入。

９層暗褐色土ロームブロツク･粒子、ＦＰ混入。炭化物粒

子点在。

11層黒褐色土ロームブロック・粒子混入。

12層暗褐色土ロームブロック･粒子混入。ＦＰ点在。

13層黒褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ混入。
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第194図山神15号住居社

山神16号住居趾（第195図、PL-38）
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土層説明

１層現耕作土

２層暗褐色土ローム粒子（少量)、ＦＰ混入。竈・土層説明
３層暗褐色土ローム粒子、炭化物粒子、粘土粒子、ＦＰ混入。１層暗褐色土炭化物混入。焼土粒子、粘土粒子点在。
４層暗褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（不均質)。２層暗褐色土焼土ブロック・粒子（多量）混入（均質)。
５層暗褐色土ロームブロック･粒子(少量)、ＦＰ混入(均質)。３層暗褐色土粘土粒子、炭化物粒子混入(均質)。焼土粒子点
焼土粒子点在。在

６層暗褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。４層暗灰褐色粘土（締まり強い）ブロックと暗褐色土の混土。
７眉暗褐色土ロームプロツク(中量)・粒子、焼土粒子、ＦＰ混５層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、粘土ブロック混入。
入（不均質)。６層暗褐色土粘土粒子、炭化物粒子、焼土粒子混入（ラミナ

８層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ混入。焼土粒子点在。を呈する)。
９層黒褐色土ローム粒子（微量)、ＦＰ混入（均質)。７層暗褐色土炭化物粒子、焼土粒子（多量）混入（均質)。
１０層黒褐色土ローム粒子（少量)、ＦＰ混入（均質)。８層褐色土焼土ブロック・粒子（多量・均質）混入。
１１層暗褐色土ローム粒子（多量)、ＦＰ混入（均質)。

１２層暗褐色土ローム粒子(微量)、粘土粒子、焼土ブロック・

粒子混入。

第195図山ﾈ申16号住居社
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３古墳時代～平安時代

本住居社は、山神11区の中央（Dn-24G）に位置し、北部が調査区外に位置する。

平面形態は、隅丸の方形を呈するものと思われるが、規模等は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、壁高43.1～55.4cmを測る。壁溝は南壁で確認でき、１幅27.0～36.0cm、深度5.5～5.7cmを測る。断面

形状はＵ字状を呈する。床面はほぼ平坦で中央部で堅繊範囲を確認できた。貯蔵穴は、竈左側の住居社

南西隅に付設され、深度43.5cmを測る｡。

竈は西壁に付設されるが、袖部は扁平な円礫を暗灰褐色の粘土で固定・構築する。燃焼部は、奥壁に

向かって長楕円形を呈する。被熱の程度は比較的低い。

宣一ノ１ 

ヘー

０
；
●
ザ
ゾ

ー
ー
‐
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
Ｉ

３ 

Ｉ 
！ ！ 

声一
４ 

111 ５ 1０ ｃ、
IUD 

５ 

第196図山神16号住居吐出土遺物

山神16号住居趾出土遺物（第196図、第77表、PL-88）

１は、土師器・杯である。

２から４は、土師器・甕で、長胴を呈する。５は、須恵器の破片資料である。

Z製３



Ⅳ検出した遺構と遺物

山神17号住居杜（第197図、PL-39）

本住居社は、山神Ⅱ区の中央（ＤＣ－２４，２５Ｇ）に位置する。南壁の一部が調査区外にある。

平面形態は、長方形を呈し、東西4.20ｍ、南北3.30ｍを測る。壁は、やや緩やかに立ち上がり、壁高

48.7～71.0cmを測る。壁溝は、西壁の一部に確認でき、幅30.0cm、深度5.8cmを測る。断面形状はＵ字状

を呈する。ピットは、３本確認でき住居の長軸方向に２本並ぶ(深度は、Ｐ１が49.6cm、Ｐ２が36.2cm)。

床面は、ほぼ平坦で竈前面に堅繊範囲を認める。貯蔵穴は、竈の右側・住居南東隅に付設され深度42.1
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.±層説明

1層黒褐色土

2層赤褐色土

3層灰褐色土

4層灰褐色土

5層暗褐色土

粘土ブロック・粒子混入。

焼土粒子（多量）混入。

粘土粒子（多量)、焼土粒子混入。

粘土ブロック・粒子（多量）混入。
砂質。均質。
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±層説明

１層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子、ＦＰ（均質）混入。

２層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子、ＦＰ（不均質）混入。

３層黒褐色土ＦＰ（少量）混入。炭化物粒子点在。

４層黒褐色土ローム粒子（少量)、焼土粒子点在。

５層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、ＦＰ混入。粘土粒子点在。

６層暗褐色上ロームプロツク・粒子、炭化物ブロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

７層暗褐色土焼十織干、炭化物粒子、ＦＰ混入（均質)。砂質。

８層黒褐色土ロームプロック・粒子、ＦＰ混入（均質)。

９層暗褐色土ロームプロック・粒子、焼土粒子、ＦＰ混入（均質)。粘質土。

１０層暗褐色土ロームプロック・粒子（多迅・均質）混入。

１１層暗褐色土ロームプロック・粒子（多且）混入。

第197図山神17号住居社
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３古墳時代～平安時代
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第198図山神17号住居社出土遺物(1)
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Ⅳ検出した遺構と遺物
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第199図山神17号住居社出土遺物(2)
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３古墳時代～平安時代

cmを測る。

竈は東壁の南よりに付設されるが、右袖部及び上面が攪乱される。袖部は扁平な円礫を暗灰褐色の粘

質土で固定。構築、土師器の長胴甕を両袖部に架梁する。被熱の程度は比較的低い。燃焼部は、楕円形

を呈する。

本住居社からの遺物の出土は、竈の構築材として竈周辺に集中する傾向がある。

山神17号住居吐出±遺物（第198.199図、第78表、PL-89）

１から18は、土師器。杯である。

１９．２０は、土師器。椀である。２１は、手握ね土器の破片である。２２は、胴部中央に円孔を穿つ土師器

破片である。

２３は、土師器・甑。２５～28は土師器・甕で長胴を呈する。２９．３０は須恵器の破片資料である。

Ａ 

山神18号住居杜（第200図、PL-40）

本住居杜は、山神Ⅱ区の中央部（Dp－２５，２６Ｇ）

に位置する｡上面を１号溝及び耕作に伴う撹乱で破壊され、

保存状況は良好とはいえない。

平面形態は、方形を呈するものと思われるが、ほとんど

が調査区外に位置するため、規模等は不明である。壁は、

ほぼ垂直に立ち上がると思われ、残存部での壁高5.6～35.

0cmを測る。ピットは１本確認でき、深度20.5cmを測る。床

面は、ほぼ平坦である。貯蔵穴。竈は、調査区内では確認

できなかったが、調査区内の覆土からは、多量の焼土及び

粘土ブロックが検出しており、調査区内からほど遠くない

位置に竈が存在する可能性がある。

本住居社からの遺物の出土は、ほとんどない。

Ａ 131.50Ａ 

０１２J１， 
１－Ⅱ」l

土層説明２～４層は１号溝覆土

１層現耕作土。

２層黒褐色土ローム粒子(少量)、焼土粒子、炭化物粒

子、ＦＰ混入。

３層暗褐色土ローム粒子(少量)､FP混入｡ロームブロツ

ク点在。砂質。

４層暗褐色土ローム粒子、炭化物粒子混入。

５層黒褐色土ローム粒子、炭化物粒子、ＦＰ(不均質）

混入。

６層黒褐色土６層に酷似。ローム粒子少ない。

７層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子、ＦＰ(均質)混入。

８層暗褐色土ロームブロック・粒子、焼土粒子混入。

９層黒褐色土７層に酷似。ざらざらしている。

１０層暗褐色土ローム粒子、粘土ブロック・粒子、焼土
粒子混入。

１１層暗褐色土ロームプロツク・粒子（多量）混入。焼
土粒子点在。

第200図山神18号住居杜
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Ⅳ検出した遺構と遺物

山神19号住居趾（第201図、PL-40）

本住居杜は、山神Ⅱ区の南部（Dq，Ｄｒ－２５Ｇ）に位置する。北東部を攪乱により破壊される。

平面形態は、隅丸の長方形を呈し、東西2.80ｍ、南北3.60ｍを測る。壁はやや緩やかに垂直に立ち上

がり、壁高29.0～33.5cmを測る。壁溝は、確認できなかった。ピットは４本確認できたが深度はＰ１が

13.6cm、Ｐ２が16.9cm、Ｐ３が12.9cm、Ｐ４が7.0cmとやや浅い。床面は、ほぼ平坦であるが明確な堅繊

面は確認できなかった。貯蔵穴も確認できなかった。

竈は東壁南よりに付設される。燃焼部は、奥壁に向かい長楕円形を呈し、焚き口部は、やや窪む。袖

部は、扁平な円礫を袖石として使用し、暗褐色の粘質土で固定。構築する。被熱の程度は低く燃焼部奥

部で焼土化が認められる程度であった。
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土層説明

１層暗褐色土ローム粒子（少量)、焼土粒子混入。

２層黒褐色土ローム粒子(少量)、ＦＰ混入(均質)。

３層黒褐色土２層に酷似。ざらつきは少ない。

４層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ(細粒、多量)混入。

５層黒褐色土ローム粒子(少量)、ＦＰ混入(均質)。

６層暗褐色±ローム粒子(少量)、ＦＰ混入(均質)。

焼土粒子点在。

７層暗褐色土ローム粒子（少量)、焼土粒子（少量）

混入（均質)。

８層暗褐色土ローム粒子混入（均質)。

９層暗褐色土暗褐色粘質土混入。ローム粒子、焼土

粒子点在。

竃・土層説明

１０層暗褐色土

１１層暗褐色土ローム粒子、暗灰褐色粘質土（締まり

強い)、ＦＰ混入。

１２層暗褐色土ローム粒子、焼士粒子混入。炭化物粒

子点在。

１３層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、

暗灰褐色粘質土ブロック混入。

１４層暗褐色土ローム粒子、暗灰褐色粘質土（締まり

強い)、ＦＰ混入。炭化物点在。

１５層黒褐色土ローム粒子混入、焼土粒子点在。

１６層暗褐色土ロームプロック･粒子、焼土粒子混入。
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３古墳時代～平安時代

Ｐ１.Ｐ３脇からは24～30cm大の円礫が出土している。

本住居杜からの遺物の出土は、非常に少ない。

具

'鰐
０ １０cｍ ５ 

11 

第202図

山神19号住居ｶﾄ出十遺物

PL-40） 19号住居吐出土遺物（第202図、第79表、ＰＬ－

実測した遺物は、須恵器の破片資料である。

山神20号住居趾（第203図、PL-41）

本住居社は、山神Ⅱ区の西部（D､，ＤＣ-27,

28Ｇ）に位置する。攪乱が大きく本住居杜の中

央部を切り、竈の保存状況も良くない。

平面形態は、隅丸の方形を呈し、東西3.35ｍ

を測るが、南壁が調査区外にあるため南北方向

の規模不明である。壁は、ほぼ垂直に立ち上が

り、壁高39.7～53.9cmを測る。壁溝は、西壁の

一部で確認でき、幅15.0cm、深度6.9cmを測る。

ピット・貯蔵穴は確認できなかった。床面は、

ほぼ平坦であるが明確な堅繊面は確認できな

かった。

竈は東壁南よりに付設されるが、撹乱により

破壊され形状・規模等は判然としない。

本住居社からの遺物の出土は､非常に少なく、

実測資料はなかった。

Ａ １３１１０Ａ 

、 １ 2ｍ 
11 

土層説明

１層黒褐色土ローム粒子（均質)、ＦＰ混入。

２層黒褐色土ローム粒子（少量･均質)、ＦＰ混入。焼土粒子点在。

多少ざらつく。

３層黒褐色土ローム粒子(少量)、ＦＰ(少量)混入。焼土粒子点在。

２層より混入物少ない。

４層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

第203図山神20号住居社
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Ⅳ検出した遺構と遺物

山神21号住居杜（第204図、ＰＬ－４１）

本住居社は、山神Ⅱ区の西部(D､，ＤＣ－２９，３０Ｇ）に位置

する。中央部を１号溝により切られ、保存状況は良くない。

平面形態は、やや歪んだ方形を呈し、東西3.00ｍ、南北2.

75ｍを測る。壁は、ゆゆ緩やかに立ち上がり、壁高42.0～50.

9cmを測る。壁溝は、確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で

あると思われるが、中央を１号溝により破壊されており、判

然としない。

ピットは、１本、住居南東隅に確認でき、深度37.0cmを測

る。

貯蔵穴。竈は確認できなかった。竈については、南壁及び

北壁で確認できないことから、１号溝によって破壊された東

壁もしくは、西壁に存在したものと思われる。

本住居杜からの遺物の出土は、少なくＰ１の西の床面から

土師器・杯（１）が出土した程度であった。

Ａ 131.00Ａ' 

１ 、 2ｍ 

山神21号住居吐出土遺物（第205図、第81表、PL-89）土層説明１．２層は1号溝覆土

土師器｡杯で､体部をﾍﾗｹｽﾞﾘによって調整され､ロ縁囑質噌褐色士｡-ﾑ粒予炭化物織予FP混入｡砂
部が直立気味に内湾する。２層暗褐色土’層土壌とロームブロックの混土層。

３層黒褐色土ローム粒子、炭化物粒子、ＦＰ混入。

４層暗褐色土ロームプロツク・粒子、ＦＰ混入。

５層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

６層暗褐色土ロームプロック・粒子混入。住居掘り
方埋土。

第204図山ﾈ申21号住居杜

０５１０CＩｎ 
ｌ－－’ 

第205図山神21号住居:h'二出土遺物

小林１号掘寺杵遺構（第206図、PL-41）

本遺構は、小林Ⅳ区の北部（Bs，Ｂｔ－１０，１１Ｇ）に位置する掘立柱遺構である。

平面形態は、南北４間(6.0ｍ）を測るが、西部が調査区外に存在するため、東西方向の規模について

は、不明である。

柱穴の深度は、Ｐ114.0cm、Ｐ217.0cm、Ｐ330.0cm、Ｐ440.0cm、Ｐ524.0cm、Ｐ6

50.0cm、Ｐ745.0cm、Ｐ827.0cmを測る。

柱穴の霧〔土中からの土器片等の遺物の出土はなかった。

Z5D 
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土層説明

１層暗褐色土砂質。

２層暗褐色土ロームプロツク混入。

３層暗褐色土ロームプロツク、焼土粒子、炭化物粒子混入。

４層暗褐色土ローム粒子（均質）混入。

５層暗褐色土ロームプロツク・粒子混入。

６層黒褐色土

７層暗褐色土ロームプロツク混入。

８層暗褐色土ロームプロツク（多量）混入。

９層暗褐色土ロームプロツク、黒褐色土ブロック混入。

１０層暗褐色土ロームプロツク混入。

１１層暗褐色土ロームプロック・粒子点在。

暗褐色土ロームプロック、炭化物粒子混入。

暗褐色土ロームプロツク点在。

暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

暗褐色土ローム粒子（均質）混入。

黒褐色土ローム粒子混入。ロームプロツク点在。

黒褐色土ローム粒子混入。

暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

暗褐色土ロームブロック・粒子混入。

暗褐色土ロームプロツク・粒子混入。

黒褐色土ロームプロツク混入。

暗褐色土ロームプロック・粒子混入。

層
層
層
層
屑
層
層
層
層
層
層

２
３
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０
１
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第206図小林１号掘立柱遺構

小林道状遺構（第208図、ＰL－４１，４２）

本遺構は、小林Ｖ区の東端（Ch～Ci-10,11,12）に位置する道状の遺構である。

遺構は、西部を８号溝により、また東部は台地から低地へ降りる近年の生活道により破壊され、判然

としない点が多い。

遺構は、台地から低地に向かう傾斜面を斜めにカットし構築される。

道幅は、西部で2.54ｍ、東部で3.60ｍを測り、斜面下方に向かってやや開く形状を呈し、全長10.40ｍ

を測る。

遺構内からはピットが27本確認できた。これらのピットの配置は、中央に７本が並び（Ｐ１～Ｐ６，

Ｐ24)、Ｐ１からＰ６は、約30cmの距離でほぼ等間隔で並ぶ。また、Ｐ18,Ｐ６，P20は、これらのビッ

ト列に直交して124.0cm、84.0cmの距離で並ぶ。他のピットに規則性は、認められない。

遺構の床面は、随所で攪乱等を受け軟弱化しているものの、保存状況の良い箇所では、よく締まって

おり、堅繊面が数層確認でき、長期間の使用が推定できる。

Z5Z 



Ⅳ検出した遺構と遺物

本遺構からは、須恵器の大甕の破片が多量に出土している。ほかには、須恵器・椀等が出土しており

これらの遺物から本遺構の構築・使用時期は、古墳時代後期から平安時代の間に比定できるが、土層状

況等からは、時期比定の根拠となる調査結果は、得られなかった。

また、本遺構が道として機能しているとすれば、何のための道であるかが問題となるが、集落を乗せ

る台地から低地へ向かって構築されているところから、生産杜としての水田社の存在をこの低地に求め

ると、集落から水田へと向かう農道としての性格が推定できる。
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３古墳時代～平安時代

小林道状遺構出土遺物（第207図、第81表）

１から７は、須恵器の大甕の破片。

８から12は、須恵器の椀の破片資料。

１３は、須恵器の蓋。

１４は、須恵器の高台部の破片

小林遺構外出土遺物（第209図、第82表）

ここでは、遺構外から出土した当該期の遺物について説明する。ここで遺構外とする遺物は、当該期

以後の中・近世に比定できるの溝吐の覆土中から出土した当該期の流れ込み遺物等も含む。

実測した遺物は、概して須恵器の破片資料に限定された。

１は、高台椀で、小林Ⅲ区の２号住居社の西部の攪乱中より出土している。

２は、須恵器。杯で底部を欠く。

３は、須恵器の口縁部破片である。

４から７は、須恵器・甕の胴部破片資料である。

８は、須恵器の口縁部の破片で口唇部を欠く。

９は、須恵器底部の破片である。

山神遺構外出土遺物（第210図、第83表）

１は、須恵器・蓋の破片で、摘みを欠く。

２から16は、須恵器の破片資料である。２，３は、口縁部の破片資料。４は、頚部の資料。５から１６

は、胴部の破片資料である。

Z5５ 



Ⅳ検出した遺構と遺物
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４中世～近世

４．中世～近世

概要

今回の調査において、中・近世に比定できる遺構は、溝状の遺構および土坑であった。なお、一部の

遺構は、近年の遺構と断定できず、構築時期の比定のできない遺構も含んでここで説明する。

小林１号溝（第211図）

本溝吐は、小林Ｉ区の南部（An～Ap-17G）に位置する。

平安時代の１号住居社を切る。

溝の幅は、北部で1.68ｍ、南部で2.08ｍ、深度7.1～41.2cmを測る。断面形状はＵ字状の２段構造を呈

する。底面の傾斜は、認められない。

出土遺物は、少なく実測資料の出土はなかった。

小林２号溝（第211図）

本溝吐は、小林Ⅱ区（Ａｑ～As－１６，１７Ｇ）に位置する

溝の1幅は、36.0～56.0cm、深度3.0～29.8cmを測る。断面形状はＵ字状を呈する。

出十遺物はなかった。

小林３号溝（第211図、PL-44）

本溝杜は、小林ⅡI区の北部（Ａｓ～Ba－１６，１７Ｇ）に位置する。

古墳時代後期の２号住居社の竈の煙道部を切る。

溝の幅は、西部で2.10ｍ、東部で1.28ｍ、深度45.6～59.0cmを測る。断面形状は、北側で緩やかに傾

斜し、南側でやや急に傾斜し、Ｕ字状を呈する。

底面は、西から東へ向かって傾斜する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築。使用時期を比定

できる遺物の出土はかった。

小林４号溝（第211図）

本溝祉は、小林、区の北部（Ａｔ，Ｂａ－１６，１７Ｇ）に位置する。

古墳時代後期の２号住居社の竈の一部を切る。

溝の幅は、36.0～80.0cm、深度7.7～21.1cmを測る。断面形状はＵ字状を呈する。

底面は、西から東へ向かって傾斜する。

出土遺物はほとんどなかった。

小林５号溝（第211図、ＰＬ－４４）

本溝杜は、小林ⅡI区の北部（Bb，Ｂｃ－１５Ｇ）に位置する。

古墳時代後期の４号住居社、時期不明の１号土坑を切る。

溝の幅は、東部が調査区外にあるため判然としないが、約160ｍ、深度28.7～39.6cmを測る。断面形

Z５７ 
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４中世～近世

状は、西側で緩やかに傾斜し、東側ではやや急な立ち上がりを呈する。

底面は、北から南へ傾斜する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

小林６号溝（第211図、PL-44）

本溝吐は、小林IⅡ区の中央部（Bi－１４，１５Ｇ）に位置する。

溝の幅は、1.40～1.80ｍ、深度52.0～55.3cmを測る。断面形状は、やや緩やかに立ち上がる箱形を呈

する。

底面は、西から東へ傾斜する。

ｌＨ＋遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

小林７号溝（第211図、PL-44）

本溝杜は、小林Ⅳ区の東南部（Cc～Ｃｆ－９Ｇ）に位置する。

溝の1幅は、2.00～3.12ｍ、深度37.7～48.3cmを測る。断面形状は、北部ではＵ字状を呈し、南部では

緩やかに傾斜するＶ字状を呈する。

底面は、北から南へ傾斜する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

小林８号溝（第211図、PL-45）

本溝吐は、小林Ｖ区の東部（Cg～Cf-11～13Ｇ）に位置する。

溝の幅は、1.40～2.00ｍを測る。断面形状は、Ｕ字状の２段構造を呈する。

底面は、西から東へ傾斜する。

出士遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

山神１号溝（第212図、PL-45）

本溝杜は、山神Ⅱ区の西部（Dn，Do-25～31Ｇ）に位置する。

溝の１幅は、2.28～3.52ｍ、深度53.7～70.7cmを測る。断面形状は、やや緩やかなＶ字状を呈する。

底面は、東から西へ傾斜する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

山神２号溝（第212図、PL-45）

本溝杜は、山神Ⅱ区の西部（Dn，Ｄｏ－３０Ｇ）に位置する。

溝の幅は、64.0～72.0cm、深度15.2～18.3cmを測る。断面形状は、やや緩やかに立ち上がる箱形を呈
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Ⅳ検出した遺構と遺物

する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

山神３号溝（第212図、PL-45）

本溝祉は、山神Ⅱ区の西部（Dn－28,29Ｇ）に位置する。

溝の幅は、48.0～72.0cm、深度12.7～16.6cmを測る。断面形状は、Ｖ字状を呈する。

出土遺物は、流れこみの縄文土器片・土師器片が出土しているが他に本遺構の構築・使用時期を比定

できる遺物の出土はなかった。

小林１号土坑（第213図、ＰＬ－４６）

本土坑は、小林、区の北部（Ba，Ｂｂ－１５，１６Ｇ）に位置する。

平面形態は、円形を呈し直径3.04ｍを測る。壁は摺り鉢状に緩やかに傾斜し、壁高1410cmを測る。

底面には、直径40.0cmを測る円形の付属施設を持つ。

出十遺物は、ほとんどなかった。

小林30号土坑（第214図、PL-46）

本土坑は、小林Ｖ区の中央東より（Ch－１３，１４Ｇ）に

位置する。

平面形態は、円形を呈し、直径100.0cmを測る。壁は、

ほぼ垂直に立ち上がり、壁高35.5cmを測る。坑底面は、

平坦である。

脂十遺物はなかった。 １３５．９０ 
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土層説明

１層暗褐色土現耕作±･砂質

２層黒褐色土ローム粒子、ＦＰ混入。ざらざらしている。

３層暗褐色土ローム粒子（均質）混入。

４層黒褐色土ローム粒子、ＦＰ混入。

５屑黒褐色土ローム粒子、ＦＰ（少量）混入（均質)。

６層黒褐色土ロームプロック･粒子(中量)、ＦＰ混入。ざら

ざらしている。

７層黒褐色土ロームプロック・粒子混入。

８層黒褐色土ロームプロック･粒子、ＦＰ混入。細かく均質

９層黒褐色土ローム粒子（均質）混入。

Ａ 

Ｏ１ｍ 
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第214図小林30号土坑

第213図小林１号土坑
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１先土器時代

Ｖ調査のまとめ

１．先土器時代

今回の調査によって、出土した先土器時代の遺物は２点であり、出土地点が明確な資料は、小林Ｉ区

で確認された、黒曜石製の削器の１点のみであった。また、遺跡の保存状況の悪さとも重なって当初期

待された、三ツ屋遺跡の追調査としての、充分な成果は得られなかった。

２．縄文時代

縄文時代ついては、中期加曽利Ｅ式初頭の良好な資料を得られたことがあげられよう。

加曽利Ｅ式の土器については、近年資料の増加と相俟って研究が進み、さまざまな論考が加えられて

いる。また、その反面、混乱する状況を呈していることも否めない。本遺跡において出土した加曽利Ｅ

式の土器群は、概ね群馬県においてＥ１式段階として把握され、勝坂・阿玉台式的な要素を色濃く残す

土器群である。この段階の土器については、赤城村三原田遺跡、渋川市行幸田山遺跡等において分析が

試みられているが、いまだ確定していない状況であり、本遺跡出土の土器をこれらの成果に照らしてみ

ても一様に論ずることが非常に困難である。

また、調査における新旧関係所見からこれらの土器を段階設定することもできない状況であり、今後

の検討課題としておく。

本遺跡における縄文時代の遺構は、上記の加曽利Ｅ１式期の集落として把握できる。本遺跡の東の対

岸に位置する上ノ山遺跡が加曽利Ｅ３式期を中心とした大集落であるのに比して、Ｅ１式期に限定され

た遺跡である。

当該期の住居社は、７軒検出されたが、全体構造が判明した住居社は３軒と限定される。このらの住

居社をもって、本遺跡の集落構成を検討するには少々難があるが、住居構造は次のとおりである。

住居の平面形態は、すべて円形を呈する。炉は、地床炉。土器埋設炉である。

３．古墳時代～奈良・平安時代

本遺跡で検出された遺構で古墳時代のものは、後期鬼高期のもので住居杜13軒が検出された。

住居の平面形態は、隅丸方形を呈し、竈を北壁もしくは東壁に付設する。貯蔵穴は、竈の右側の付設

される。柱穴は、住居杜の規模によって、分けられる。小型の住居社においては、柱穴を持たない。柱

穴を持つものも４本主柱が基本形態であると考えられる。

奈良時代の遺構は、住居社が５軒検出された。本時代の住居の平面形態は、やはり隅丸方形を呈し、

竈を東壁に付設する。貯蔵穴は、竈の右側に付設される。柱穴は確認されないものが多い。

平安時代の遺構は、住居社が２軒検出された。本時代の住居の平面形態は、やはり隅丸方形を呈し、

竈を東壁に付設する。貯蔵穴は、竈の右側に付設され、柱穴は確認できない。

４．中世～近世

本時代の遺構については、明らかに当該時代の所産と考えられるものは少ない。
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Ｖ調査のまとめ

溝杜を本時代の所産としたが、すべてが同時代に存在していたかは、明らかでない。

小林１号、３号、５号、６号、７号、８号溝、山神１号溝については、地割りに一致しており、その

'性格を考える上で注意する必要がある。
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